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次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

3
月

21
日
、
手
術
室
は
重
苦
し
い
空
気
に
包
ま
れ
た
。
脈
打
つ
心
臓
の
映
像
を
見
つ
め
て
い
た
田
代
篤
史
医
師
（

41
）
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
（
細

い
管
）
を
繰
っ
て
い
た
指
先
を
止
め
た
。 

「
こ
り
ゃ
あ
大
変
だ…

…

」 

患
者
は
、
胸
の
痛
み
を
訴
え
る

70
代
女
性
。
心
臓
を
動
か
す
右
冠
動
脈
の
直
径

3.5
ミ
リ
の
入
り
口
が

95

%
以
上
塞
が
っ
て
い
た
。
バ
ル
ー
ン
で

膨
ら
ま
せ
る
た
め
、
細
い
ワ
イ
ヤ
を
進
入
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
入
り
口
で

30
分
以
上
阻
ま
れ
て
い
た
。 

田
代
医
師
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
南
西
に
約
４
５
０
キ
ロ
離
れ
た
徳
之
島
で
、
唯
一
の
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
が
で
き
る
循
環
器
内
科
医
だ
。
こ
こ
で

や
め
れ
ば
、
患
者
は
島
外
で
外
科
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
治
療
が
遅
れ
る
。 

長
年
の
経
験
か
ら
、
形
が
違
う
カ
テ
ー
テ
ル
に
替
え
る
と
、
ワ
イ
ヤ
は
す
る
す
る
と
血
管
内
に
入
っ
た
。 

「
や
っ
た
！
」
。
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。 

佐
賀
県
出
身
。
海
好
き
が
高
じ
て
２
０
１
４
年
、
約

2
万
人
が
暮
ら
す
徳
之
島
の
徳
洲
会
病
院
（
１
９
９
床
）
に
赴
任
し
た
。
島
に
常
勤
の
循

環
器
内
科
医
が
来
る
の
は

10
年
ぶ
り
だ
っ
た
。 

 

年
間
に
約
２
５
０
件
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ
た
検
査
や
手
術
を
実
施
し
、
う
ち
心
筋
梗
塞

こ
う
そ
く

な
ど
の
緊
急
手
術
は

30
〜

40
件
。
１
人
で

24
時
間

対
応
し
、
赴
任
前
に
年

10
件
あ
っ
た
島
外
搬
送
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
年
に
数
回
は
学
会
や
冠
婚
葬
祭
で
島
を
不
在
に
す
る
が
、
代
わ
り
に
来
る
循
環
器
内
科
医
が
見
つ
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。 

 

心
筋
梗
塞
の
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
は
、
開
始
の
遅
れ
が
命
取
り
に
な
る
。
不
在
中
、
患
者
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
数
時
間
か
け
て
島
外
に
搬
送
さ
れ

た
。
「
あ
ん
た
が
い
な
く
て
大
変
だ
っ
た
よ
」
と
冗
談
交
じ
り
に
言
わ
れ
た
が
、
笑
え
な
か
っ
た
。 

 

患
者
と
の
距
離
の
近
さ
に
魅
力
を
感
じ
て
き
た
。
島
民
か
ら
「
父
も
親
戚
も
救
っ
て
く
れ
た
命
の
恩
人
」
と
声
を
か
け
ら
れ
れ
ば
、
ま
た
頑
張

ろ
う
と
思
え
る
。 



 

た
だ
、
や
り
が
い
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
労
働
時
間
は
長
く
な
る
一
方
だ
。 

 
3
月

21
日
は
、
午
前
８
時
の
朝
礼
後
、
車
で
４
人
の
家
を
訪
問
診
療
し
、
午
後
は
３
人
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
実
施
。
夕
方
か
ら
当
直
に
入
り
、
翌

朝
ま
で
に
５
人
の
急
患
を
診
て
、
入
院
患
者
１
人
を
み
と
っ
た
。
仮
眠
は
４
時
間
。
翌
日
は
そ
の
ま
ま
昼
ま
で
外
来
患
者

30
人
を
診
察
し
、
夕
方

に
い
っ
た
ん
帰
宅
し
た
が
、
夜
は
心
筋
梗
塞
の
緊
急
手
術
の
た
め
再
び
病
院
に
呼
び
出
さ
れ
た
。 

 

時
間
外
労
働
は
、
い
つ
も
月
１
０
０
～
１
２
０
時
間
で
推
移
し
て
き
た
。 

 

４
月
か
ら
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
が
始
ま
っ
た
。
勤
務
医
の
時
間
外
労
働
は
、
原
則
と
し
て
年
９
６
０
時
間
（
月

80
時
間
相
当
）
が
上
限
と

な
り
、
破
れ
ば
使
用
者
が
罰
せ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
ま
ま
で
は
上
限
に
お
さ
ま
ら
な
い
が
、
労
働
時
間
を
短
く
す
れ
ば
、
島
民
の
命
に
関
わ
る
。 

 

「
運
ば
れ
て
く
る
患
者
が
、
友
達
の
親
だ
っ
た
り
親
戚
だ
っ
た
り
す
る
。
『
勤
務
時
間
が
オ
ー
バ
ー
す
る
か
ら
診
ら
れ
な
い
』
な
ん
て
、
絶
対

に
あ
り
得
な
い
」 

 

上
限
を
１
８
６
０
時
間
ま
で
拡
大
で
き
る
、
国
の
特
例
を
申
請
す
る
よ
う
病
院
に
促
し
て
い
る
。
地
域
の
救
急
医
療
を
担
う
、
な
ど
の
要
件
を

満
た
せ
ば
認
め
ら
れ
る
。 

 

た
だ
、
年
１
８
６
０
時
間
は
月
１
５
５
時
間
に
相
当
し
、
過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
月

80
時
間
の
２
倍
近
い
。
あ
と

10
年
、
同
じ
働
き
方
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
自
信
は
な
い
。 

 

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
は
、
医
師
の
健
康
を
守
る
こ
と
で
医
療
の
質
を
担
保
す
る
の
が
目
的
だ
。
な
ぜ
年
１
８
６
０
時

間
（
月
１
５
５
時
間
相
当
）
と
い
う
超
長
時
間
の
時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。 

 

２
０
１
９
年
以
降
、
一
般
労
働
者
の
時
間
外
労
働
に
は
年
７
２
０
時
間
（
休
日
労
働
は
含
ま
な
い
）
の
上
限
が
設
け
ら
れ
た
一
方
、
医
師
の
上

限
は
年
９
６
０
時
間
（
休
日
労
働
を
含
む
）
が
原
則
と
さ
れ
た
。 

 

月

80
時
間
の
過
労
死
ラ
イ
ン
に
相
当
す
る
が
、
医
療
は
人
の
命
に
か
か
わ
る
仕
事
で
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど

が
理
由
と
さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
、
医
師
は
人
手
の
確
保
が
厳
し
い
建
設
業
や
自
動
車
の
運
転
手
と
と
も
に
、
上
限
の
適
用
が

24
年

3
月
ま
で
５
年
間
猶
予
さ
れ
た
。 



 

そ
れ
で
も
な
お
、
大
学
病
院
や
中
小
病
院
の
経
営
者
か
ら
は
、
９
６
０
時
間
を
し
ゃ
く
し
定
規
に
適
用
す
れ
ば
「
地
域
医
療
が
崩
壊
し
か
ね
な

い
」
と
懸
念
す
る
声
が
あ
が
っ
た
。 

 

19
年
の
調
査
で
は
、
勤
務
医
の
約

38
％
の
時
間
外
労
働
が
年
９
６
０
時
間
を
超
え
て
い
た
。
人
手
が
足
り
な
い
地
域
の
病
院
で
は
、
労
働
時

間
を
減
ら
せ
ば
診
療
体
制
の
縮
小
が
予
想
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
学
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
師
が
引
き
あ
げ
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
が
「
激
変
緩
和
策
」
と
し
て
考
え
た
の
が
、
上
限
を
１
８
６
０
時
間
に
ま
で
拡
大
す
る
特
例
だ
っ
た
。
16
年
の
調
査
で
、

勤
務
医
の
約

10
％
の
時
間
外
労
働
が
１
９
０
０
時
間
以
上
だ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
た
。 

 

 

特
例
を
申
請
で
き
る
の
は
、
地
域
の
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
た
り
研
修
を
受
け
た
り
し
て
い
る
医
師
に
限
定
し
、
35
年
度
ま
で
に
９
６
０
時
間

以
下
ま
で
減
ら
す
こ
と
も
要
件
と
し
た
。 

 

一
般
労
働
者
と
は
か
け
離
れ
た
上
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
、
今
な
お
批
判
が
つ
き
ま
と
う
。
抗
議
し
て
厚
労
省
検
討
会
副
座
長
（
当
時
）
を

辞
任
し
た
渋
谷
健
司
医
師
（
東
京
財
団
政
策
研
究
所
）
は
、
こ
う
振
り
返
る
。 

 

「
な
ぜ
１
８
６
０
時
間
で
区
切
る
の
か
あ
い
ま
い
だ
っ
た
し
、
認
め
た
ら
過
労
死
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
長
時
間
労
働
を
当
た
り
前
と
す

る
日
本
医
療
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
が
、
現
状
維
持
に
終
わ
っ
た
」 

 

（
中
略
） 

  

厚
労
省
に
よ
る
と
、
時
間
外
労
働
が
年
９
６
０
時
間
を
超
え
る
勤
務
医
は
、

19
年
の
約

38
％
か
ら

22
年
の
約

21
％
ま
で
減
っ
た
。
１
８
６
０

時
間
の
特
例
を
申
請
し
た
医
療
機
関
は
４
８
３
カ
所
（
今
年
３
月
時
点
）
で
、
厚
労
省
が
想
定
し
た
１
５
０
０
カ
所
を
下
回
っ
た
。 

 

厚
労
省
は
「
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
結
果
だ
」
と
説
明
す
る
。 

 

た
だ
、
見
た
目
の
労
働
時
間
が
減
っ
た
だ
け
で
、
実
態
が
伴
っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

 

根
拠
の
一
つ
が
「
隠
れ
宿
日
直
」
の
存
在
だ
。
医
師
が
病
院
に
待
機
す
る
宿
直
や
日
直
の
業
務
内
容
が
軽
い
場
合
、
病
院
は
労
働
基
準
監
督
署

か
ら
「
宿
日
直
許
可
」
を
得
れ
ば
、
労
働
時
間
と
し
て
み
な
さ
な
く
て
よ
く
な
る
。 



 

た
だ
、
実
際
に
は
急
患
対
応
な
ど
で
ほ
と
ん
ど
寝
ら
れ
な
い
宿
直
な
の
に
許
可
を
得
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 
ま
た
、
病
院
の
中
に
は
、
実
際
は
仕
事
を
し
た
時
間
を
自
主
的
に
勉
強
し
た
「
自
己
研
鑽

け
ん
さ
ん

」
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
神
戸
市
で

は
勤
務
医
の
高
島
晨し

ん

伍ご

さ
ん
（
当
時

26
）
が

22
年

5
月
に
過
労
自
殺
し
、
直
前
１
ヶ
月
間
の
時
間
外
労
働
は
約
２
０
０
時
間
に
の
ぼ
り
労
災
認

定
さ
れ
た
が
、
病
院
側
は
、
自
己
研
鑽
も
含
ま
れ
て
す
べ
て
が
労
働
時
間
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。 

（
枝
松
佑
樹
） 

「
時
時
刻
刻 

労
働
減
ら
す
と
患
者
の
命
が
」
『
朝
日
新
聞
』
２
０
２
４
年
４
月
４
日
朝
刊
第
２
面 

   

問
一 

筆
者
の
主
張
を
、
根
拠
を
示
し
て
４
０
０
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

   

問
二 

文
中
に
示
さ
れ
た
問
題
は
、
医
療
現
場
に
限
ら
ず
、
様
々
な
就
業
現
場
で
起
き
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
す 

 
 

 
 

れ
ば
よ
い
か
。
そ
の
具
体
的
な
解
決
策
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
４
０
０
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

 
 

     


